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（1）　　　　　　窮

6　月のこよみ

1日　気象記念日、

舵波の日
写真の日
計遭遇間始まる

4日　日むし歯予防

掬の衛生週間始ま
る

6日　昔種

7日　割出記念日

10日　時の混食R

ll日　入梅

20日　父の日

20日　家庭の日

22日　夏　至

25日　目敏らいの日

28日　日貿易記念日

町民　の動き

がんお報町

連
兜
町
の
皆
様
此
の
度
の
聖
地
方

選
挙
に
よ
り
町
民
大
多
数
の
方
々
の
力

強
い
御
支
援
を
得
て
今
後
四
年
間
町
政

を
担
当
さ
せ
て
頂
だ
く
簾
に
な
り
ま
し

た
が
、
当
町
は
御
家
知
の
如
く
北
九
州

に
隣
接
し
て
お
り
ま
す
が
、
築
問
題

挨
拶

柴
　
田
　
貫
　
蔵

に
し
ろ
商
工
問
題
に
い
た
し
ま
し
て
も

地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
ず
住
民
福
祉
に

於
て
も
色
々
困
難
な
問
題
が
多
い
よ
う

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
小
川
前
町
長
が
八

年
間
に
わ
た
っ
て
残
さ
れ
た
薬
緒
を
学

び
乍
ら
其
の
足
跡
の
上
に
立
ち
皆
桜
方

の
御
支
綾
を
受
け
な
が
ら
六
〇
名
の
職

員
と
地
体
に
な
り
、
楯
熱
を
燃
や
し
一

つ
三
の
問
題
と
取
り
組
み
遠
賀
の
町

づ
く
り
に
瀞
進
い
た
す
馨
で
ご
ざ
い

ま
す
。
と
う
か
末
永
く
私
に
対
し
御
指

導
御
鞭
艶
下
さ
い
ま
す
橙
お
願
い
申
し

上
げ
て
御
捻
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第
一
回
臨
時
議
会
招
集
さ
る

遠
賀
町
茎
葉
預
金

萎
∴
風
∴
∴
∴
柴
田
十
久
夫

一
部
事
務
組
合
議
会
総
員

○
中
間
市
外
ニ
ケ
町
山
田
用
水
利
組
合

森
　
末
男
　
中
山
　
包
久

重
広
　
新
　
添
田
　
太
陽

○
遠
賀
郡
芦
屋
町
ニ
ケ
町
競
馨
組

合
　
　
　
　
　
油
滴
∴
順
一

水
上
叉
三
郎
　
中
山
　
包
久

○
鞍
手
町
遠
賀
町
水
逆
組
合

石
田
　
茂
　
松
井
　
滑

毛
利
　
普
天
　
中
山
　
包
久

○
車
間
市
遠
賀
郡
蕃
老
施
設
組
合

高
崎
　
諒
徳

○
中
間
市
外
遠
賀
都
田
ケ
町
遜
境
衛
生

施
設
組
合

亜
広
　
新
　
芳
賀
和
夫

○
遠
賀
郡
岡
垣
町
外
三
ケ
町
伝
染
病
院

組
合

中
山
　
包
久
∴
池
滴
　
胴
一

〇
遭
欝
芦
恩
町
三
ケ
町
環
境
衛
生
施

設
組
合

中
山
　
包
久
　
油
滴
∴
頗
一

〇
逐
餌
郡
組
合
消
防

中
山
　
包
久
　
柴
田
∴
∴
涼

各
種
団
体
委
員
役
貝

○
国
民
健
康
保
険
運
営
審
議
会

柴
田
　
涼
　
森
　
末
男

○
社
会
福
祉
協
銭
金

石
田
　
茂
　
木
野
　
国
繁

へ
∪
諾
少
年
聞
題
繋
会

柴
田
∴
∴
演

∪
総
合
計
前
審
醸
会

中
山
　
包
久
　
油
滴
∴
頗
一

松
井
　
瀞
∴
垂
広
∴
∴
新

描
崎
　
悪
徳

〇
度
発
生
塵
閲
避
対
策
協
殻
会

中
山
　
包
久
　
松
井
　
沌

○
遠
賀
郵
河
ロ
ゼ
キ
対
策
複
器
全

車
血
　
色
久
　
地
満
　
願
一

〇
串
間
市
遼
謡
町
水
道
協
議
会

中
山
　
包
久

○
公
民
館
運
営
蒸
醸
会

野
中
　
又
二

〇
遼
費
町
体
育
協
会

薬
　
玉
彦

○
西
川
期
成
同
盟

中
山
　
包
久

森
　
末
男

池
浦
∴
願
一

木
野
　
園
繋

井
口
　
晴
彦

高
崎
　
重
徳

議
　
長
　
中
山
包
久
氏

副
議
長
　
高
崎
要
衝
氏

去
る
四
月
二
十
五
日
執
行
の
町
会
議

員
－
般
選
挙
に
よ
り
、
新
し
い
町
説
全

議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
薪
頚
会
機

成
な
ら
び
に
一
部
璃
務
組
合
の
議
会
議

員
の
選
任
等
に
つ
い
て
の
臨
時
議
会
が

五
月
四
日
、
招
集
さ
れ
、
次
の
と
お
り

統
一
地
方
選
挙
の
結
果

「
昭
和
四
十
六
年
四
月
十
一
日
執
行

福
岡
県
知
事
お
よ
び
福
岡
県
税
会
緩
貝
一
般
選
挙

○
没
票
状
況
　
　
　
　
知
謡

当
日
有
権
者
敬
　
六
、
四
8
人

投
票
総
数
　
　
　
五
、
六
四
九
人

投
票
率
　
　
　
八
八
・
二
七
劣

知
事
選
挙
候
補
者
得
票
数

（届出順）

（無所属）
た
が
や
典
稔
　
二
、
三
六
六
票

（無所属）
亀
井
　
光
　
三
、
一
五
九
票

県
機
会
縫
員
一
般
選
挙（届出頗）

県
∴
議

六
、
四
〇
〇
人

五
、
六
四
八
人

八
八
・
二
五
彩

（
日
本
社
会
党
）

助
侶
　
幸
雄
∴
二
〇
六
三
票

（
日
本
共
産
党
）

小
田
　
和
久
　
三
六
栗

（無所属）

お
お
み
福
雄
一
、
七
八
一
票

（
自
由
民
主
党
）浜

中
茂
足
　
二
、
三
七
六
索
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二
、
昭
和
四
土
釜
・
四
月
二
十
五
日
執

行還
駕
町
長
お
よ
び
逮
賓
町
酸

会
務
員
－
般
選
挙

○
馨
環
流

当
日
奇
襲
数
　
六
、
二
毛
九
人

妙
義
番
総
数
　
　
六
、
〇
二
二
人

投
票
率
　
　
　
九
四
・
二
六
形

○
開
票
状
況

町
曇
に
つ
い
て
は
公
職
選
挙
法

館
一
〇
〇
条
第
一
項
の
決
定
に
よ
り
無

投
票

遠
賀
町
議
会
縫
員
－
般
選
挙

（
当
選
人
の
み
　
掴
雷
績
）

（
無
所
属
）
井
口
持
参
　
五
〇
六
票

（
　
ク
　
）
木
野
国
籍
　
三
九
八
束

（
無
所
属
）
毛
利
通
美

（
無
所
属
）
桑
∴
∴
玉
彦

（
　
ク
　
）
高
崎
　
悪
徳

（
　
ク
　
）
森
　
末
男

（
　
ク
　
）
ほ
が
∴
和
夫

（
　
ク
　
）
柴
田
十
久
夫三

二

（
　
ク
　
）
松
井
　
滑

（
　
ク
　
）
柴
田
　
涼三

8

云
粟

九
票

〇
六
六
票

三
〇
四
票

九
三
三
悪

（
　
ク
　
）
中
山
　
包
久
　
三
8
粟

（
　
ク
　
）
粗
糖
∴
頗
一
二
九
九
某

（
　
ク
　
）
野
中
∴
又
二
　
二
八
四
粟

（
日
本
共
産
党
）
石
田
茂
　
二
六
三
悪

（
無
所
属
）
垂
広
　
新
　
二
四
八
票

（
公
明
菖
水
上
又
三
郎
　
二
四
四
票

武
雄
（
区
・
坐
）

善
夫
（
区
・
生
）

国
籍

金
久
（
区
）

侃
（
区
・
生
）

武
司
（
区
・
生
）

喜
一
（
区
・
生
）

勇
夫
（
区
・
生
）

武
雄
（
区
）

回
国

力
丸
　
階
段

後
藤
喜
代
子

田
中
　
撃

村
田
フ
ジ
エ

猿
田
　
松
子

今
橋
し
の
ぶ

野
中
　
浅
木

柴
田
　
し
げ

広
漠
護
欒
叢
生
）

眞
　
　
　
片
山
　
武
司
（
受
）

副
　
誇
襲
螺
鍵

番
籠
　
観
護

二
村
ク
ニ
コ

六
月
二
十
七
日
一
旦
は
参
議
院

議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

◎
交
通
災
害
共
済
だ
よ
り
◎

参
謀
院
惑
貝
の
選
挙
は
、
杖
た
ち
国

民
の
衆
望
や
蒙
求
を
政
治
に
反
映
さ
せ

ス
夫
切
な
選
挙
で
す
。

候
補
巻
の
政
見
を
よ
く
確
か
め
て
、

政
策
と
人
物
を
よ
く
曳
き
わ
め
で
あ
な

た
の
自
費
あ
る
一
票
で
立
派
な
強
嵐
を

塗
懇
露
に
送
り
ま
し
ょ
う
。

又
、
買
収
や
供
応
に
ま
と
わ
さ
れ
る

こ
と
な
く
よ
く
考
え
て
投
票
を
し
ま
し

ょう。
不
在
者
投
票
制
度
の
改
正

有
権
者
の
便
宜
を
増
進
す
る
た
め
先

般
公
選
法
並
び
に
施
行
令
の
一
部
を
改

正
さ
れ
、
不
在
器
投
票
の
た
め
の
投
票

同
紙
等
の
諮
霊
行
う
懸
合
に
は
、
不

在
者
投
票
の
謡
由
に
該
当
す
る
旨
の

証
明
密
の
経
由
を
翼
せ
ず
、
選
挙
の
当

日
自
ら
投
墓
所
に
行
き
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
謡
由
脅
し
立
て
、
か
つ

そ
れ
が
真
正
で
あ
る
旨
の
霊
を
あ

わ
せ
て
塩
田
す
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り

る
も
の
と
き
れ
た
。
又
、
選
挙
の
当
日

そ
の
屈
す
る
投
票
区
外
に
お
い
て
職
務

ま
た
は
糞
に
従
疎
中
で
あ
る
べ
き
選

挙
人
は
、
当
該
職
務
ま
た
は
発
務
に
筏

車
す
べ
き
場
所
が
そ
の
属
す
る
市
町
村

の
区
域
内
で
あ
っ
て
も
、
不
在
者
授
粟

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ

た。

北
九
州
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合
の

襲
貴
（
市
長
　
谷
伍
平
）
の
第
三
国

通
常
総
代
会
が
五
月
二
十
八
旦
戸
畑
医

師
会
館
で
催
さ
れ
遠
賀
町
よ
り
は
総
代

片
山
武
司
、
柴
田
誠
太
郎
、
遼
寧
小
川

泰
が
出
席
致
し
ま
し
た
か
ら
組
合
の
状

態
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
加
入
区
区
　
北
九
州
市
、
申
闇
市
、

行
橋
市

遼
賀
郡
（
遠
賀
、
岡
垣
、
水

巻
、
芦
屋
の
田
町
）

京
都
郡
（
苅
田
、
犀
川
、
豊

津
、
勝
山
の
四
町
）

昭
和
四
十
六
年
度
区
長
、
生
産
組
合
長

な
ど
決
る

下
記
の
と
お
り
、
昭
和
四
十
六
毎
度
　
入
会
支
部
長
が
決
り
ま
し
た
の
で
お
知

の
区
長
、
生
産
組
合
長
、
急
襲
、
婦
　
ら
せ
し
ま
す
。

昭
和
4
6
年
度
遠
賀
町
役
職
員
名
簿

区
　
　
　
長

生
産
組
合
長

大
場
∴
∴
篠
（
区
・
生
）

入
江
　
太
十
（
区
・
生
）

太
田
　
蜃
雄
（
区
・
生
）

三
島
∴
盛
者
（
区
・
生
）

（区・生）

永
田
　
昭
二
（
生
）

吉
田
　
脱
糞
（
区
・
生
）

宥
恕
∴
五
人
（
区
・
生
）

公
民
館
長

矢
野
∴
繁
実

岡
村
　
守

太
田
　
削
通

三
島
　
零

有
田
　
万
里

婦
人
会

支
部
長

矢
野
マ
サ
エ

舛
揉
ハ
ナ
エ

門
司
ハ
ツ
エ

吉
田
　
鈴
子

寮
　
マ
サ
子

吉
田
三
千
年
　
　
永
田
イ
サ
子

柴
田
　
関
　
　
安
話
手
ヌ
エ

（
高
）
石
松
∴
君
子

葱
美
嚢
騒
ミ
讃

◎
車
の
激
増
は
変
通
疎
放
の
頻
発
・
…
・

ま
さ
に
交
通
戦
争
と
も
い
う
べ
き
恐

ろ
し
い
時
代
で
す
。
人
も
串
も
安
全

交
通
に
気
を
く
は
り
ま
し
ょ
う
。

交
通
災
害
共
済
の
掛
金

出
資
金
一
口
一
8
円

（
こ
れ
は
最
初
の
一
回
だ
け
。
組

合
員
を
や
め
ら
れ
る
場
合
は
返

金
し
ま
す
）

掛
金
∴
投
詰
責
　
　
三
六
〇
国

家
壌
一
人
　
三
8
円

（
申
込
み
を
三
ヶ
年
）

見
　
舞
　
金

死
亡
　
五
〇
万
円
以
内

傷
昏
　
五
千
円
以
内
～
三
〇
万
円
以
内

七
日
以
上
の
休
業
治
療
の
程
度
に

よ
っ
て
ニ
ー
六
等
紋
に
よ
っ
て
支

払う。

今
こ
の
組
合
は
新
加
入
者
の
増
加
運

動
を
掘
進
申
で
す
。
新
加
入
の
方
は
万

一
の
場
合
に
備
え
て
是
非
ご
加
入
を
。

申
込
み
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
当

役
超
庶
務
課
に
登
ね
下
き
い
。
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野
鳥
を
飼
餐
き
れ
る
方
へ

念
怒
岡
原
に
お
い
て
は
、
野
鳥
を

飼
養
す
る
た
め
の
捕
獲
に
つ
い
て
（
鳥

溶
接
浸
び
狩
猟
に
関
す
る
法
津
）
規

則
が
定
め
ら
れ
各
々
許
可
証
の
焚
付
を

諸
な
け
れ
ば
蘭
擾
飼
養
す
る
萩
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
禦
憲
下
さ
い
。
手
続

等
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

記

l
麓
申
請

農
林
疎
婆
所
林
野
諌
傭
え
つ
け
の
由

晴
軽
に
所
要
路
頭
を
記
入
し
て
申
請

2
受
付
審
査
　
次
の
培
合
に
限
っ
て
許

可
す
る
。

の
申
請
人

妃
閏
寮
内
に
居
住
し
未
成
年
者
、

白
痴
、
フ
ウ
テ
ン
脅
以
外
の
者
で

自
ら
飼
養
す
る
者
。

の
数
量

同
一
種
の
あ
の
に
つ
い
て
は
3
滴

遙
2
種
以
上
の
場
合
に
は
ュ
0
滴
迄

と
す
る
。

㈲
顛

ヒ
バ
リ
、
メ
ジ
ロ
、
ウ
グ
イ
ス
な

ど。
0
0
期
間

4
～
6
月
の
悠
馨
除
い
て
1
0

日
以
内
。

㈹
区
域

1
農
林
皆
済
所
徳
丙
の
1
電
村

に
限
り
保
護
区
、
休
猟
区
、
公
道

農
林
大
庭
の
治
定
す
る
公
園
、
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
極
所
、
社
寺

境
内
、
基
地
を
除
く
。

㈲
方
法

オ
ト
リ
縞
に
限
る
（
ト
リ
モ
チ
の

使
用
は
認
め
な
い
）

㈹
時
刻

日
の
出
後
、
目
没
前
の
問
と
す
る

3
詐
可

○
審
査
の
結
果
適
当
と
認
め
た
場
合
に

は
「
捕
獲
許
可
聖
を
交
付
。

4
捕
獲
報
告

許
可
証
の
内
容
に
つ
い
て
十
分
に
注

意
し
逮
反
の
な
い
よ
う
に
実
施
す
る

と
共
に
許
可
き
れ
た
期
限
が
過
ぎ
た

ら
5
0
日
以
内
に
捕
獲
報
告
薯
餐

5
飼
謹
申
請

農
林
羅
露
新
株
務
課
備
え
つ
け
の
申

請
密
に
所
襲
薄
項
を
記
入
し
て
申
請

6
受
付
審
査

申
請
雷
の
内
容
に
つ
い
て
塞
。

7
許
可

審
査
の
結
果
適
当
と
認
め
た
埼
合
に

は
飼
養
許
可
証
を
交
付

8
飼
養
許
可
更
新

飼
養
許
可
証
の
有
効
期
限
は
交
付
の

日
か
ら
1
年
間
で
あ
る
か
ら
継
続
し

て
飼
蕃
す
る
魁
合
、
期
限
満
了
後
5
0

日
以
内
に
、
あ
ら
た
め
て
「
飼
葉
許

可
」
更
新
の
申
請
特
を
提
出
し
「
飼

養
詐
可
聖
の
交
箋
げ
ろ
。

（
こ
の
時
前
の
許
可
証
を
必
ら
ず
返

納）
9
変
更
の
届
出

許
可
証
の
内
容
に
つ
い
て
変
動
を
生

じ
た
場
合
は
、
そ
の
日
か
ら
2
週
間

以
内
に
変
要
屈
を
蓮
田
。

と
に
徳
望
喜
フ
。

あ
な
た
の
犬
は

あ
な
た
の
責
任
と

あ
な
た
の
愛
憎
で

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

昭
和
四
十
六
年
度
派
米
農
業
研
修
生

の
募
集
に
つ
い
て

標
謡
の
件
に
つ
い
て
本
年
度
あ
友
誼

襲
領
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
お
知

ら
義
し
ま
す
。

－d

O
派
遣
期
間
　
二
ヶ
年

○
派
遣
人
員
　
二
百
名

○
応
募
資
格

の
農
薬
従
容
∴
後
磐
と
し
て
現
在

農
薬
に
従
密
し
て
お
り
将
来
と

も
農
薬
経
営
に
あ
た
ろ
う
と
す

る
膏

の
年
令渡

米
の
樽
（
選
考
李
っ
け
た
年

の
翌
年
6
月
）
に
揃
1
9
才
以
上

幻
才
未
満
と
な
る
独
身
の
男
怪

の
学
歴昭

和
鄭
年
3
月
末
日
迄
に
高
等

学
校
又
は
そ
れ
以
上
の
学
校

（
例
え
ば
大
学
）
の
卒
業
者

の
語
学墓

馨
恭
理
解
で
さ
る
者

（
中
学
2
年
修
了
軽
度
）

㈲
健
康心

身
共
に
健
全
で
あ
る
葦

㈲
槌
蕗明

朗
で
観
閲
怪
が
あ
り
、
旺
盛

な
研
究
心
と
邁
し
い
実
践
力
の

あ
る
者
。

○
薫
期
間
　
7
月
下
旬
逐

本
県
締
切
　
昭
和
飾
年
1
月
5
日

○
申
込
方
法

提
出
絶
類

の
申
込
密
　
　
1
通

㈲
健
嚢
髭
馨
　
1
通

㈲
戸
籍
抄
本
　
1
通

（
申
込
用
紙
は
八
幡
農
埜
露

所
で
準
備
）

○
専
門
選
択
コ
ー
ス

の
酪
農
　
㈲
肉
牛
　
㈲
養
豚
∴
㈲
養

鶏
　
㈲
果
縫
（
相
補
、
そ
の
他
の
果

樹
）
　
㈹
煎
薬
　
S
観
賞
園
芸

○
馨
方
法

都
道
府
県
の
馨
を
へ
て
、
派
米
協

会
は
推
薦
さ
れ
た
香
に
つ
い
て
8
月

下
旬
か
ら
9
月
下
旬
迄
の
閲
に
全
国

素
数
フ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
選
考
（
書

類
審
査
、
英
露
、
作
文
、
体
力
テ
ス

ト
、
面
接
）
を
行
な
い
、
合
馨
を

決
定
す
る
。

☆
そ
の
他
詳
細
な
敬
に
つ
い
て
は
、

八
幡
農
林
邸
務
所
、
農
地
醸
造
問

合
せ
下
さ
い
。

（
T
E
L
◎
～
0
2
3
1
番
）

犬
は
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
　
鎌

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
〝
　
衛

最
近
犬
に
よ
る
猿
害
が
各
地
に
発
生

し
、
大
き
な
桂
全
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
我
が
子
の
よ
う
に
墓
い
い
犬
で

も
飼
い
方
を
誤
る
と
、
人
に
咳
み
つ
い

た
り
、
田
磐
荒
し
た
り
し
て
大
変
な

迷
惑
を
か
け
ま
す
。
犬
を
正
し
く
飼
う

に
は
。
次
の
萎
守
っ
て
下
さ
い
。

「
∴
畜
犬
猿
録
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

生
後
九
十
百
以
上
の
犬
は
管
掌
二

回
役
場
で
登
録
し
鑑
札
を
受
け
犬
の

首
輪
に
つ
け
て
下
さ
い
。

二
、
狂
犬
痛
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ

う。狂
犬
病
は
言
霧
疑
す
る
と
絶
対
に

助
か
ら
な
い
最
も
恐
ろ
し
い
入
違
異

通
伝
染
病
で
す
。
犬
に
は
必
ず
年
二

回
の
予
陽
注
射
を
受
け
さ
せ
て
、
注

射
済
竃
に
つ
け
て
下
さ
い
。

三
、
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
、
運
動
は
引

綱
で
し
ま
し
ょ
う
。

通
学
通
園
の
学
童
幼
児
、
ま
た
郵

便
、
新
聞
、
牛
乳
等
の
配
達
人
の
人

達
が
囲
っ
て
い
ま
す
。
農
家
の
人
も

田
畑
を
荒
さ
れ
て
困
っ
て
い
ま
す
。

四
、
犬
を
絶
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う。不
用
に
な
っ
た
犬
は
、
仔
犬
、
親
犬

で
も
、
保
健
所
に
届
け
出
て
引
き
と

っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
犬
を
捨
て

る
こ
と
は
危
険
な
野
犬
を
ふ
や
す
こ

－－－－1－－、－、－、－、、－．”
お
　
知
　
ら
　
せ
…

r
l
i
l
i
－
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－

0
遠
賀
郡
組
合
消
防
発
足

広
域
行
政
の
一
端
と
し
て
邁
麓
郡
四

ケ
町
の
組
合
消
防
が
本
年
四
月
言
発

足
し
消
防
本
部
が
水
巻
町
旧
消
防
署
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て

火
災
馨
欒
務
、
救
急
畿
務
（
交
通
聾

枚
、
急
患
）
発
生
の
際
は
（
〇
九
三
）

六
九
I
d
一
一
九
番
に
連
絡
し
て
下
さ

●
レ

筒
一
盤
藷
は
（
〇
九
三
）
六
九
－

三
8
一
番
を
初
利
用
下
さ
い
。

○
宿
日
直
業
務
を
民
間
警
備

会
社
に
委
託

町
職
員
に
よ
る
宿
白
蟻
護
を
四
月

一
日
か
ら
魔
止
し
民
間
会
社
に
襲

委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
陶
時

間
外
に
緊
急
行
政
秘
務
が
発
生
し
た
場

合
関
係
職
質
が
出
動
し
処
理
す
る
体
制

を
と
と
の
え
で
お
り
ま
す
の
で
御
認
知

下
さ
い
。

郷
土
文
化
研
究
会
開
催
の
お
知
ら
せ

左
記
に
よ
り
郷
土
文
化
に
つ
い
て
の

憩
談
会
を
催
し
ま
す
の
で
考
古
、
郷
土

史
、
風
俗
吏
等
科
目
の
如
何
を
と
わ
ず

研
究
中
の
方
や
勉
強
し
た
い
方
々
多
数

の
竃
桑
望
い
た
し
ま
す
。

寵

と
　
き
　
6
月
1
5
日
午
後
5
時
5
0
分

と
こ
ろ
　
公
民
館
別
館

会
費
無
料

詳
細
聞
合
せ
た
い
方
は
塗
稟
賞
金

若
し
く
は
豊
津
吉
野
毒

（
包
括
3
の
0
4
2
5
）
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7
　
月
　
の
　
税
　
金

町
民
税
第
一
期
分

納
期

六
月
十
一
日
か
ら
六
月
二
十
五
日
ま
で

期
限
内
に
完
翻
し
ま
し
ょ
う
。

（
福
岡
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
）

県
税
の
納
付
が
便
利
に
な
り
ま
し
た

県
税
を
納
め
る
窓
口
は
、
今
ま
で
福

岡
銀
行
・
県
内
の
郵
便
局
・
財
鷺
諸

所
、
支
所
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
た

め
、
納
税
者
の
簾
方
に
大
変
ご
不
便

を
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
六
月
盲
か
ら
県
内
の

○
筑
邦
銀
行

○
西
日
本
相
互
銀
行

○
福
岡
相
互
銀
行

○
正
金
相
互
銀
行

○
福
岡
県
信
用
農
薬
協
同
組
合
連
合
会

○
塵
薬
協
同
組
合

を
県
税
の
収
納
機
関
と
し
て
指
定

し
、
納
期
限
内
は
も
と
よ
り
納
期
を
過

ぎ
た
県
税
に
つ
い
て
も
取
り
扱
う
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ

も
し
、
納
税
通
知
蔀
等
を
紛
失
さ
れ

た
場
合
で
も
窓
口
に
お
出
で
い
た
だ
き

ま
す
と
別
に
納
付
膏
を
用
意
し
て
お
り

ます。

こ
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守
り
ま
し

ょ
え
ノ

例
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
、
水
の

事
故
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
幸
い
、
こ
と

し
に
入
っ
て
折
尾
警
察
署
管
内
で
は
一

件
の
発
生
も
み
て
い
ま
せ
ん
が
、
五
月

二
十
五
日
現
在
、
県
下
で
は
二
十
一
人

（
う
ち
幼
児
十
八
人
）
が
水
死
し
て
い

ます。こ
れ
か
ら
典
に
か
け
、
こ
と
も
が
水

に
親
し
む
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
、
疎
放
の

ふ
え
る
一
J
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
こ

と
し
の
が
故
傾
向
と
し
て
は

○
池
、
用
水
堀
、
泉
水
な
と
が
多
い
。

○
水
遊
び
中
や
、
水
遊
び
を
し
ょ
う
と

し
て
転
落
す
る
も
の
が
多
い
。

（
‖
職
口
や
祭
日
に
多
い
。

e
自
宅
付
近
（
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
）

が多い。

ら
母
親
が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
時
が

一
番
多
い
。

点
う
で
す
の
で
地
域
の
み
な
さ
ん
、

L
÷
＼
に
幼
児
を
お
も
ち
の
保
護
者
の
方

は
、
次
の
こ
と
に
注
慈
し
て
こ
ど
も
を

水
の
耶
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の
幼
児
か
ら
は
目
を

擬
さ
な
い
。

〇
日
こ
ろ
か
ち
あ
ぶ
な
い
場
所
に
は
近

寄
ら
な
い
よ
う
教
え
て
お
く
。

○
妖
肇
や
雑
用
な
ど
で
忙
し
い
と
き
は

と
く
に
注
意
す
る
。

※
最
近
の
交
通
部
故
を
み
ま
す
と
相
変

ら
ず
追
突
疎
放
、
歩
行
者
郵
政
な
ど
が

続
発
し
て
お
り
ま
す
が
咳
く
な
っ
て
か

ら
は
、
二
輪
車
に
よ
る
誼
大
証
故
が
多

発
の
傾
向
に
あ
り
今
後
の
二
輪
幕
政

の
続
発
を
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。

二
輪
車
に
の
ろ
と
き
は
、
つ
き
の
こ

と
を
守
ろ
う

1
二
輪
薯
運
転
す
る
と
き
は
、
か
な

ら
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
こ
と
。

二
輪
車
に
よ
る
疎
放
は
頭
を
打
っ
て

死
ね
人
が
多
い
。

2
二
輪
車
の
妓
高
速
度
は

五
〇
c
c
以
下
は
　
5
0
キ
ロ
以
下

二
五
n
e
C
以
下
は
　
5
0
キ
ロ
以
下

二
五
〇
c
c
　
　
　
5
0
キ
ロ
以
下

で
あ
る
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
は
死
を
招
く

普
通
車
が
四
〇
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で

急
フ
レ
ー
キ
を
か
け
て
も
十
八
メ
ー

ト
ル
か
か
っ
て
停
ま
る
。

二
輪
車
の
は
あ
い
は
、
そ
の
「

五
倍
の
二
十
七
メ
ー
ト
ル
で
な
い
と

停
ま
ら
な
い
。
雨
の
と
き
は
さ
ら
に

そ
の
二
倍
か
か
る
。

3
二
輪
車
で
は
、
追
越
す
と
き
が
一
番

謡
警
起
し
や
す
い
。

故
遠
賀
町
長
小
川
登
一
郎

殿
鰭
の
町
葬
に
隠
し
ま
し

て
は
遠
路
か
つ
御
多
用
中

の
と
こ
ろ
態
々
ご
会
葬
を

い
た
だ
き
霊
前
に
御
剣
重

な
る
御
供
物
を
賜
り
有
難

く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す実
は
拝
趨
の
上
御
礼
申
し

上
げ
る
筈
で
ご
ざ
い
ま
す

が
臓
儀
な
が
ら
紙
上
を
以

っ
て
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
4
二
人
の
り
は
で
き
る
だ
け
や
め
よ

う
。
と
く
に
カ
ー
フ
で
の
事
故
を
起

こ
し
や
す
い
。

5
急
フ
レ
ー
キ
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
な
運
転
鍛
作
は
や
め
る
こ

と。四
〇
キ
ロ
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
急
フ

レ
ー
キ
を
か
け
た
ら
か
な
ら
す
と
い

っ
て
い
い
ほ
ど
転
倒
す
る
。

6
マ
フ
ラ
ー
の
音
を
小
さ
く
す
る
よ
う

整
備
す
る
こ
と
。

大
き
な
音
は
、
他
人
に
遊
撃
か

け
運
転
者
も
他
の
交
通
へ
の
注
窓
が

と
ど
か
な
い
。

1
二
輪
車
の
運
転
に
は
、
長
い
経
験
が

必要。大
体
二
年
以
上
経
験
し
な
い
と
一

人
前
と
は
言
え
な
い
。

折
尾
蕃

海

外

移

住

の

日

六
月
十
八
日
は
「
海
外
移
住
の
日
」

こ
の
日
を
中
心
に
海
外
移
住
旬
間
が
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
中
と
こ
へ
で
も
移
住

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

日
本
人
移
住
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
固

ま、

フ
ラ
ジ
ル
国

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
岡

パ
ラ
グ
ア
イ
国

ボ
リ
ビ
ア
国

力
歩
ダ
国

ア
メ
サ
カ
合
衆
国

の
六
カ
国
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
入
れ
園
に
よ
っ

て
、
移
住
者
と
し
て
の
資
格
、
条
件
が

違
い
ま
す
の
で
、
市
町
村
役
場
、
県
の

海
外
移
住
相
談
所
（
各
地
区
の
県
農
林

醤
務
所
）
、
ま
た
は
福
岡
県
欝
渉

外
移
住
謀
（
福
岡
市
天
神
一
の
÷
屯

藷
七
四
－
三
二
六
）
、
海
外
移
移
住

薬
園
福
岡
県
疎
務
所
（
福
岡
市
天
神

一
の
－
、
県
庁
渉
外
移
住
課
内
・
理
詰

七
四
－
八
八
五
三
）
に
こ
相
談
く
だ
さ


